
造
業
は
原
材
料
を
仕
入
れ

て
加
工
や
組
立
を
施
し
、

製
品
を
製
造
す
る
業
種
だ
。
自
動

車
部
品
を
プ
レ
ス
加
工
で
製
造
し

て
い
る
Ａ
社
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て

業
種
の
傾
向
を
見
て
い
こ
う
。

　

Ａ
社
は
、
加
圧
能
力
が
異
な
る

複
数
の
プ
レ
ス
機
械
や
マ
シ
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
な
ど
を
備
え
、
金
型
製

作
か
ら
プ
レ
ス
加
工
、
組
立
ま
で

一
貫
し
て
受
注
に
対
応
で
き
る
の

が
強
み
だ
。
中
小
金
属
プ
レ
ス
加

工
業
の
多
く
は
受
注
生
産
で
、
業

績
は
発
注
元
企
業
の
景
況
に
左
右

さ
れ
や
す
い
。
自
動
車
産
業
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
Ａ
社
の
前

期
決
算
は
国
内
外
の
完
成
車
メ
ー

カ
ー
の
稼
働
休
止
や
半
導
体
不
足

原
価
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
期

首
・
期
末
仕
掛
品
棚
卸
高
（
仕
掛

在
庫
）
の
推
移
だ
。

　

Ａ
社
は
、
前
期
で
は
メ
ー
カ
ー

の
出
荷
停
止
要
請
を
受
け
、
期
首

よ
り
も
期
末
の
仕
掛
品
棚
卸
高
が

増
え
て
利
益
が
増
加
し
た
。
今
期

図表１　製造原価報告書の概要

書
に
特
有
の
製
造
原
価
報
告
書

（
図
表
１
）
か
ら
原
因
を
探
っ
て

み
よ
う
。

仕
掛
品
に
着
目
し

採
算
性
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

　

こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
製
造

製

仕掛品に着目して
業況や採算性を
ヒアリング

中
小
企
業
の
決
算
書
は
こ
う
読
ん
で

中
小
企
業
の
決
算
書
は
こ
う
読
ん
で

声
か
け
し
よ
う

声
か
け
し
よ
う

業
種
別
に
実
践
！

　

主
な
業
種
を
６
つ
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
書
で
見
え
る
傾
向
や

　

主
な
業
種
を
６
つ
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
書
で
見
え
る
傾
向
や

分
析
の
進
め
方
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
べ
き
こ
と
を
解
説
し
て
い
く
。

分
析
の
進
め
方
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
べ
き
こ
と
を
解
説
し
て
い
く
。

製造業Ａ社業種１

な
ど
に
よ
っ
て
時
短
操
業

や
出
荷
停
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
が
、
今
期
は
回
復

基
調
に
転
じ
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
強
く

受
け
た
前
期
は
減
収
・
減

益
で
黒
字
、
一
方
で
今
期

は
増
収
・
減
益
で
赤
字
で

あ
る
。
な
ぜ
回
復
基
調
の

今
期
が
損
失
計
上
に
な
っ

た
の
か
、
製
造
業
の
決
算

【当期製品製造原価】
　　　材料費 500

当期総製造費用 1,215

期首仕掛品棚卸高 450 →

期末仕掛品棚卸高 360 →

当期製品製造原価合計 1,305 →

当期製品製造原価＝当期総製造費用＋期首仕掛品棚卸高
　　　　　　　　　ー期末仕掛品棚卸高

今期に製造をはじめたモノのコス
トと前期に未完成だったモノの残
りの製造にかかったコスト

今期

前期に未完成だったモノが完成し
今期に販売されたモノのコスト

今期に製造をはじめたモノのうち、
未完成だったモノのコスト

今期に販売し、売上に計上したモ
ノにかかるコスト

（出所）筆者作成
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は
出
荷
停
止
が
解
か
れ
て
前
期
の

滞
留
在
庫
が
さ
ば
け
た
た
め
、
期

首
よ
り
も
期
末
の
仕
掛
品
棚
卸
高

が
減
っ
て
利
益
も
減
少
し
た
。

　

決
算
書
の
数
字
だ
け
を
追
う

と
、
期
首
・
期
末
仕
掛
在
庫
の
量

が
利
益
を
左
右
し
た
よ
う
に
み
え

る
。
だ
が
、
実
際
に
利
益
に
影
響

す
る
の
は
仕
掛
在
庫
の
収
益
力
で

あ
っ
て
、
前
期
の
仕
掛
品
の
採
算

性
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め
に
、
今

期
に
ツ
ケ
が
回
り
赤
字
に
な
っ
た

可
能
性
が
大
き
い
（
図
表
３
）。

　

た
だ
し
、
仕
掛
品
の
状
態
で
採

算
性
を
読
み
取
る
の
は
難
し
い
。

決
算
書
を
入
手
し
た
ら
次
の
や
り

と
り
の
よ
う
に
、
仕
掛
品
に
つ
い

て
増
減
の
要
因
だ
け
で
な
く
採
算

性
も
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

経
営
者
「（
前
期
の
決
算
書
を
担

当
者
と
見
な
が
ら
）
顧
問
税
理
士

に
、
利
益
は
期
末
仕
掛
在
庫
の
増

加
に
よ
る
も
の
だ
と
言
わ
れ
た
。

し
ば
ら
く
現
金
に
な
ら
な
い
在
庫

が
増
え
て
、
税
金
も
支
払
う
の
だ

か
ら
、
資
金
繰
り
が
大
変
だ
よ
」

■A社の現況
　・�加圧能力が異なる複数のプレス機械やマシニングセンタなどを備え、金型製作から

プレス加工、組立まで一貫して受注に対応できる
　・コロナの影響を強く受けた前期は減収・減益で黒字。今期は増収・減益だが赤字

単位：百万円
前々期 前期 今期 前々期 前期 今期

【流動資産】 【流動負債】
現金預金 250 320 295 支払手形 120 80 100
受取手形 15 5 20 買掛金 95 100 85
売掛金 120 85 150 短期借入金 280 310 230
棚卸資産 350 450 360 前受金 60 50 100
その他 85 60 90 その他 150 120 125

流動資産合計 820 920 915 流動負債合計 705 660 640
【固定資産】
（有形固定資産） (690) (645) (605) 【固定負債】
建物・建物付属設備 300 280 260 長期借入金 530 590 575
機械装置 220 190 180 負債合計 1,235 1,250 1,215
土地 150 150 150
その他 20 25 15
（無形固定資産） 12 10 5 【純資産の部】
（投資等） 78 65 65 資本金 10 10 10

利益余剰金 355 380 365
固定資産合計 780 720 675 純資産合計 365 390 375
資産合計 1,600 1,640 1,590 負債・純資産合計 1,600 1,640 1,590

財務指標
前々期 前期 今期

経常運転資金 270 360 345
棚卸資産回転期間（月） 2.8 4.5 3.1
固定長期適合率 87.2% 73.5% 71.1%

債務償還年数（年） 5.4 8.0 20.5
有形固定資産回転率（回） 2.17 1.80 2.24

図表２　A社の貸借対照表　


